
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

エコアクション２１ 

環境活動レポート 

２２２０００１１１０００年年年度度度   
（（（対対対象象象期期期間間間：：：222000111000 年年年 111000 月月月 111 日日日～～～222000111111 年年年 999 月月月 333000 日日日）））   

         発発発行行行日日日：：：222000111111 年年年 111222 月月月 111 日日日    

 冨士レジン工業株式会社 
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＜ 環境方針 ＞  

 

 環境保全活動を重要課題として位置づけ、社会的責任を果たすべく、これまでの環境事

業で培った技術と経験を生かし、人と暮らしに安全と安心を提供する企業を目指す。 

 

１．「人と地球にやさしい材料」の設計・研究開発を新しい観点から見直し環境・安全・

品質を考慮した製品づくり、省エネ・省資源、グリーン調達、節水および化学物質使

用量削減に努める。 

 

２．関連する環境汚染防止、環境法規制・基準およびその他の要求事項を遵守する。 

 

３．環境活動レポートを作成し、情報を共有する。全従業員の意識向上などの啓発と環境

コミュニケーションに取り組み、周知する。 

 

2011 年 10 月 5 日改訂 

                   冨士レジン工業株式会社 
代表取締役 松本興二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石炭火力発電所 排煙脱硫装置内面 フジフレークライニング 
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＜ 事業概要 ＞ 

 

事業所名：冨士レジン工業株式会社 本社・工場 

代 表 者：代表取締役 松本 興二 

所 在 地：〒６６１－０９７６ 兵庫県尼崎市潮江３丁目１番１７号 

資 本 金：３億円 

創  業：昭和２６年１１月１日 

創  立：昭和２８年４月２０日 

事業内容：① 合成樹脂ライニングの施工 

     ② 強化プラスチックス（FRP)製機器の設計、製作および販売 

     ③ 合成樹脂ライニング材料の設計、製造および販売 

 

  

事業規模 

活動規模 単位 
57 期 

08/10～09/9 

58 期 

09/10～10/9 

59 期 

10/10～11/9 

売上高 百万円 3,413 3,131 3,031 

登録範囲 - 72 86 

従業員 

全社 

人 

104 104 104 

床面積 ｍ2 3,493 
本社：3,493 

富士工場：1,719 
本社：3,493 

富士工場：1,719 
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  ＜ 環境対応体制 ＞ 
  
下図の品質保証委員会（環境活動を兼務）を組織し、環境計画の策定および環境活動進捗状

況の把握、評価を行っている。 

    環境管理責任者：取締役 大阪工場長  和田哲也 

     環境担当部署：品質保証課 部長代理 隠岐 拓 

        連絡先：電 話 ０６－６４９９－０３０３ 

            ＦＡＸ ０６－６４９８－４０３２ 

2011年 10月 13現在、ＥＡ２１認証・登録範囲は      内。 

    今後の拡大申請予定：1年後の更新審査 「東京支店」  
                2年後の中間審査 「名古屋営業所」 
              3年後の更新審査 「福岡営業所」 

社長 

常務会（委員長） 

設計課 
技術課 

品質保証課（事務局） 

品質保証 
委員会 

資材部 購買課 

基材課 

製造部 化工課 

ＦＲＰ課 
工事部 

営業部 
：品質保証委員 
  選出部署 

管理部 

技術部 

東京支店 

富士工場 

名古屋営業所 

福岡営業所 

来期受審予定 
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＜ 中長期 環境目標（本社・工場 および 富士工場） ＞ 

 １）温室効果ガス排出量 
   二酸化炭素排出量を３年で５％削減する。 

 ２）廃棄物等総排出量および廃棄物最終処分量を３年で１５％削減する。 

 ３）総排水量 
   水資源投入量を３年で１５％削減する。 

 ４）化学物質排出量 
    ①アセトンを３年で１５％削減する。 
    ②トルエン、ＭＥＫ（メチルエチルケトン）、ＩＰＡ（イソプロピルアルコール）を

トータルで３年で１５％削減する。 

 ５）省エネ・省資源・再利用・安全を考慮した製品づくりを推進する。 

 ６）グリーン購入を推進する。 

 

＜ ２０１０年度 環境目標（本社・工場 および 富士工場）＞ 

 １）温室効果ガス排出量 → 二酸化炭素排出量 １．５％削減（前年比、以下同じ） 
   ①電力消費量の節減 
   ②都市ガス・ガソリン消費量の節減 

 ２）廃棄物等総排出量および廃棄物最終処分量 ５％削減 
   ①白上質紙（コピー用紙）消費量の節減 
   ②廃棄物の削減 

 ３）総排水量 → 水資源投入量 ５％削減 
   ①節水 

 ４）化学物質排出量 ５％削減 
   ①アセトンその他有機溶剤の節減 

 ５）＃１０３シンナーのトルエンフリー化 
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＜ ２００９年度 環境活動計画（本社・工場および富士工場）＞ 
 

１．本社・工場 
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＜ 環境活動の実績 ＞ 

 

１．本社・工場 

 

 
 

前年比（59期／58期）

-30%

-25%

-20%

-15%

-10%

-5%

0%

5%

10%

前年比 0% 4% -13% -23% -24% 6% -26% -17%

電力
ガソリ
ン

都市ガ
ス

樹脂
白上質
紙

上水
ﾌﾟﾗｽﾁｯ
ｸごみ

有機溶
剤

 

項目 単位 57 期 58 期 59 期 

購入電力 ｋＷｈ 421,050 394,487 393,462 

ガソリン Ｌ 12,551 14,552 15,063 

都市ガス Nm3 30,782 28,057 24,467 

樹脂 730 682 528 

白上質紙 0.66 1.01 0.77 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸごみ 

トン 

292 215 158 

上水 ｍ3 4,778 3,030 3,205 

有機溶剤 トン 30,490 32,475 30,105 



 

 
9/13 

 
２．富士工場 
 

実績 
項   目 目標 

57 期 58 期 59 期 
評価 

次年度の 

取組内容 

電力 

（kWh) 

93,245       

（-33％） 

125,998       

（+35％） 

124456 

（-1.2％） 

仕事の量に

まだ影響を

受けている。 

冷房 28℃、

窓に 

ブラインド 

ガス          

（m3） 

524.5        

（-24％） 

642.3       

（+22％） 

665.8    

（+1％） 

寒い冬場の

ため、ストー

ブのガスが

増加した。 

窓、壁の 

断熱  

二酸化

炭素排

出量 

ガソリン 

＋灯油 

＋軽油 

9,232 
9360.3 

（１％） 

10424.4     

（１％） 

工場外工事

量の増加とと

もに、微量増 

エコ運転 

コピー用紙    

（枚） 

56,966        

（-9％） 

59,367       

（+4％） 

60906    

（+2.5％） 

仕事の量に

まだ影響を

受けている 

裏表の 

使用 廃棄物

の排出

量 廃棄物      

（T) 

42      

（-11％） 

37 

（-12％） 

30       

（-20％） 

努力の成果

と評価できる 

ﾘｻｲｸﾙを 

検討  

総排水

量 

水資源        

（m3） 

1,156        

（-4％） 

1,092 

（-6％） 

1290      

（+18％） 

水張り検査

の有無によ

って変動 

工程の 

工夫  

アセトン           

（ｋｇ） 

4,070        

（-12％） 

4,320          

（+6％） 

4704        

（+9％） 

仕事の影響

を受けてい

る。 

回収量を 

増やす 化学物

質排出

量 #103 

シンナー          

（kg） 

5％

削減 

（前

年

比） 

2,355        

（-26％） 

3,315        

（+41％） 

3392           

（+2％） 

58 期は若

干増えてい

る。 

新 103 シン

ナーに転換 

 
注：グリーン調達は 2011年度より取り組む。
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＜ 環境活動計画の取組結果とその評価および次年度の取組内容 ＞ 
 
１．本社・工場 

１． 二酸化炭素排出量 

 電力消費量は東日本大震災後の電力会社からの節電要請を受けたこと、および電力モニター

設置による電気使用量の見える化により各部署での積極的な削減努力に取り組んだが、結局±

０％というであった。来期は、ハード面からのアプローチ（エコ照明器具やインバーター式コ

ンプレッサーなどの導入）に取り組むこととする。 

都市ガス消費量は－１３％もの削減を達成できた。これは加熱商品の減少だけでなく、食堂

や休憩室でのきめ細かい削減効果によると考えられる。今後も引き続きこれらに取り組むこと

とする。 

 一方、ガソリン消費量は４％の増加であった。今後はこれまでより一層のエコ運転必要性の

広報および教育の強化に努めることとする。 

２． 廃棄物等総排出量および廃棄物最終処分量 

 白上質紙消費量は 24％もの削減となった。原因としては全従業員への就業規則配付などに

より前期が通常以上の消費量であったことに加え、今期は節減活動が徹底されたことによると

考えられる。今期は書類の電子化を一層進めることとする。 

 プラスチックごみは前期に引き続いて３０％近い削減となった。一斗缶のリサイクル化およ

び溶剤回収装置の導入による硬化樹脂が減ったことによると考えられる。ｼｰﾑﾚｽﾒｲﾝﾗｲﾅｰの大

きなクレームによる返却もなかったことも幸いした。今後は溶剤回収装置の更なる有効利用を

進めることとする。 

３． 上水使用量 

 前年比マイナス６％の削減にとどまった。前期が予想以上に削減されたので今期はその反動

で節減努力が小さく見えただけと考えられるので、今後もこれまで通りの節水活動とする。 

 

４．化学物質排出量 

 有機溶剤の購入量は 17％の削減となった。これは各職場の節減努力と溶剤回収装置導入に

よる洗浄用有機溶剤リサイクル化の効果と考えられる。 

 

来期は、省エネ・省資源を考慮した製品作りおよびグリーン調達に力を入れたいと考え

る。 

 

注：富士工場の「取組結果とその評価および次年度の取組内容」は前頁「環境活動の実績」表

内に記載。 
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＜ 環境関連法規の遵守 ＞ 

 当社（本社・工場、富士工場）に関わる下記の環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違

反行為は過去５年間ありませんでした。また、行政機関からの指導および利害関係者からの苦

情・訴訟も過去５年間ありませんでした。 

１．地球温暖化・エネルギー・オゾン層保護 
 １）地球温暖化対策の推進に関する法律 
 ２）特定製品に係わるフロン類の回収及び破壊の実施の確保等に関する法律 
   （フロン類回収破壊法） 

２．公害 
 １）大気汚染防止法 
 ２）振動規制法 
 ３）騒音規制法 
 ４）悪臭防止法 
 ５）自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総量の削減等に関

する特別措置法 （自動車ＮＯｘ・ＰＭ法） 

３．リサイクル・廃棄物 
 １）環境基本法 
 ２）循環型社会形成推進基本法 
 ３）廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法） 

４．化学物質 
 １）特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律 
         （ＰＲＴＲ法） 
 ２）毒物及び劇物取締 
 ３）労働安全衛生法 

５．その他 
 １）消防法 
 ２）環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関する法律 
   （環境保全活動・環境教育推進法） 
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＜ 代表者による全体評価と見直し ＞ 
作成：2011年 11月 10日 
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〒103-0011 東京都中央区日本橋大伝馬町 1番 8号 

東京(03)3663-4300 FAX(03)3663-4304 

 
認証・登録番号 0005939 

〒103-0011 東京都中央区日本橋大伝馬町 1番 8号（日本橋大伝馬ﾌﾟﾗｻﾞﾋﾞﾙ 4階） 
東京 (03) 3663-4300   FAX (03) 3663-4304 

① 合成樹脂ライニングの施工 

② 強化プラスチックス（FRP)製機器の設計、製作および販売 

③ 合成樹脂ライニング材料の設計、製造および販売 


